
　

本
特
別
委
員
会
は
、
国
道
2
号
の
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
、
バ
イ
パ
ス

機
能
を
も
っ
た
岩
国
大
竹
道
路
を
早
期
に

建
設
し
、
こ
の
事
業
に
伴
う
諸
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、
平
成

25
年
9
月
か
ら
9
回
の
会
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
審
査
経
過
と
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

岩
国
大
竹
道
路
に
つ
い
て
本
特
別
委
員

会
が
引
き
継
い
だ
当
時
、
平
成
25
年
8
月

末
で
進
捗
率
は
、
面
積
で
は
51
・
4
％
、

契
約
金
額
で
は
77
・
7
％
で
し
た
。

　

買
収
予
定
地
は
、
御
園
二
丁
目
か
ら
Ｊ

Ｒ
ガ
ー
ド
付
近
を
通
り
国
道
2
号
周
辺
に

至
る
区
域
と
元
町
地
区
で
す
が
、
御
園
地

区
の
一
部
、
元
町
地
区
に
お
い
て
は
、
境

界
確
認
や
地
図
訂
正
に
予
想
以
上
に
時
間

を
要
し
、
用
地
買
収
に
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
立
退
者
へ
の
代
替
地
の

状
況
は
、
上
下
水
道
局
前
44
区
画
、
ゆ
め

タ
ウ
ン
南
側
1
区
画
の
合
計
45
区
画
の
う

ち
、
引
渡
済
み
の
区
画
が
27
区
画
あ
り
、

残
り
18
区
画
が
空
き
区
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
晴
海
第
1
公
園
の
商
業
者
用

代
替
地
は
、
商
業
者
の
方
の
代
替
地
か
ら

一
般
分
譲
へ
切
り
替
え
た
こ
と
も
あ
り
10

区
画
中
9
区
画
が
売
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
国
土
交
通
省
中

国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
事
務
所
の
関
係

職
員
を
参
考
人
等
と
し
て
招
き
、
平
成
26

年
9
月
に
委
員
会
室
審
査
を
、
平
成
27
年

6
月
に
現
地
調
査
及
び
委
員
会
室
審
査
を

行
い
、
そ
れ
ら
を
受
け
、
本
事
業
に
伴
い

新
た
に
設
け
ら
れ
る
市
道
の
歩
道
設
置
や

直
線
化
等
に
よ
る
安
全
対
策
、
渋
滞
解
消

対
策
等
国
土
交
通
省
に
対
す
る
本
特
別
委

員
会
の
要
望
項
目
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
6
月
1
日
現
在
の
本
事
業
の

進
捗
率
は
、
面
積
で
は
56
・
4
％
、
契
約

金
額
で
は
86
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
国
に
お
い
て
も
完
成
年
の

想
定
が
で
き
な
い
等
当
初
の
建
設
予
定
よ

り
か
な
り
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
一

刻
も
早
い
完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

審
査
の
状
況
は
以
上
で
す
が
、
本
事
業

は
、
大
竹
市
は
も
ち
ろ
ん
広
島
県
西
部･

山
口
県
東
部
に
欠
か
せ
な
い
交
通
体
系
の

根
幹
を
な
す
と
の
位
置
づ
け
で
す
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
地
権
者
や
立
退
者
の
立
場
を

尊
重
し
な
が
ら
審
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
　
山
本
　
孝
三

副
委
員
長
　
藤
井
　
　
馨

委
　
　
員
　
寺
岡
　
公
章
・
乃
美
　
晴
一

　
　
　
　
　
細
川
　
雅
子
・
二
階
堂
　
博

　
　
　
　
　
田
中
　
実
穂
・
西
川
　
健
三

　

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

は
、
議
員
個
々
が
地
域
で
捉
え
た

意
見
を
交
換
し
、
議
会
か
ら
市
長

の
政
策
判
断
に
積
極
的
に
関
与
す

る
「
提
案
で
き
る
議
会
」
を
目
指

し
設
置
さ
れ
、
平
成
25
年
9
月
か

ら
今
ま
で
11
回
の
委
員
会
を
開
催

し
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
テ
ー
マ
を
決
め
る
た

め
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
結
果
、

旧
小
方
小
・
中
学
校
の
跡
地
の
活

用
や
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
構
想
な
ど
課

題
の
多
い
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く

を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

委
員
同
士
で
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
疑
問
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

財
源
が
無
い
か
ら
、
具
体
的
な
計

画
が
つ
か
め
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
考
え
る

こ
と
を
と
ど
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

将
来
大
竹
市
が
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
言

う
構
想
を
練
り
、
少
し
で
も
そ
れ
に
近
づ

け
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
姿
勢
こ
そ
が
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

事
業
費
等
を
考
慮
し
た
具
体
的
な
計
画
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
自
由
に
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
方
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
に

つ
い
て
、
委
員
が
各
会
派
に
持
ち
帰
り
検

討
し
ま
し
た
。
会
派
で
の
検
討
結
果
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
で
発
表
し
、
さ
ら
に
委

員
同
士
で
議
論
を
深
め
、
最
終
的
に
図
面

に
ま
と
め
ま
し
た
。

委
員
長
　
児
玉
　
朋
也

副
委
員
長
　
藤
井
　
　
馨

委
　
　
員
　
大
井
　
　
渉
・
網
谷
　
芳
孝

　
　
　
　
　
乃
美
　
晴
一
・
北
林
　
　
隆

　
　
　
　
　
二
階
堂
　
博
・
田
中
　
実
穂

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員

小方まちづくり　各会派の意見
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